
 

関東ふれあいの道を歩く（茨城）①青少年旅行村のあるみち 

                                               2021年 5月 3日 池内淑皓 

     2021年 2月 14日埼玉県最後のコースである「⑫グリーンラインに沿ったみち」を歩き終えて、埼玉県内全コース 

を踏破した。 

     2021年 4月 11日関東ふれあいの道は、引き続き群馬県に入るのであるが、体力低下を懸念して群馬、栃木を 

後回しに、茨城県を先に歩く事とした、横浜から近いからだ。 

     茨城県コースの第一歩は、栃木県内の真岡鉄道終点茂木駅が最寄り下車駅で、ここから接続地点の飯野バス 

停までは既に路線バスは廃止されて、公共交通手段では行くことが出来ないので、タクシーで行く事になる。 

 

 

関東ふれあいの道一都六県全図 （首都圏自然歩道連絡協議会） 

 

 

「関東ふれあいの道」茨城県コース図 

 



 

「関東ふれあいの道」（茨城県）全行程図 

 

 

①青少年旅行村のあるみち 案内図 13ｋｍ、4時間のコース 
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         横浜を 6時に出発する。宇都宮線で小山を経由して水戸線に乗り換え、下館駅には 8時半に到着するので 

更に真岡鉄道に乗り継ぎ、茂木駅まで行く。 

 

 

下館駅を離れるとすぐ町は遠ざかり、桜並木と菜の花畑に変わる 

 

 

典型的な赤字路線であるが、沿線住民の強い要望により廃線を免れた 
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SLも路線存続の一助として活躍している 

 

 

終点茂木駅には 10時に到着する。バス路線は既に廃止となり、タクシーが唯一の足だ 

 

 

        20分程走ると、関東ふれあいの道スタート地点に到着する。タクシーの運転手さんも手慣れたもので、 

これから歩くコースを指差してくれた（3000円） “あっちへ行くんだよ！”だって 
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ここはまだ栃木県であるが、茨城県コース概要と案内図の看板が設置されていた 

 

 

国道 123号線と分かれ。茨城県の集落に向かう 

 

 

20分程歩けば、里山の小さな峠道が県境であった 

https://livedoor.blogimg.jp/a6010261b/imgs/1/7/17265fd0.jpg
https://livedoor.blogimg.jp/a6010261b/imgs/2/a/2a12697f.jpg


 

茨城に入ると、県道 212号線が集落と那珂川沿いに走っており、穏やかな丘陵に果樹園が広がる 

 

 

道案内もしっかり設置されていて、迷うことはない。 

 

 

たまにはこんな道標もあるが、風情があるので草刈りをしなかった。 
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ウオークコースは県道を迂回するように指示されているが、目の前の近道を行く。 

 

 

        標高 183ｍ程の小高い丘にバンガロー、キャンプ施設があり、茨城県の青少年野外レクリエーションの 

場となっている。関東ふれあいの道は、この施設を横切って尾根上に出る。 

 

 

青少年旅行村キャンプ場頂上の展望台から見た常陸大宮市の穀倉地帯 

https://livedoor.blogimg.jp/a6010261b/imgs/a/5/a5f02299.jpg


 

キャンプ場を離れて、ここからは快適な尾根歩きが始まる 

 

 

けもの道のような痩せた笹尾根もある 

 

時には急な木道を下る所もある 
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簡単な尾根の小ピークを幾度か越え 

 

 

             関東ふれあいの道に共通した石標が要所に設置されて、誰でも歩けるようになっている 

 

江戸時代には水戸藩の御用林であった御前山一帯は、昔の名残がかすかに残る 
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「御前山（156ｍ）」見通しの利かない小さなピークである、ベンチもない 

 

 

御前山から一気に下ると国道 123号線に出て、ここから水戸駅までバスである。今宵は水戸のホテルに泊まり、 

明日ここから次のコースを歩き繋げる事にする。 

      [参考タイム] 旧下飯野バス停（10：30）→県境（10：50）→上伊勢畑集落（11：20-11：40昼食）→御前山橋 

（12：15）→青少年旅行村（12：35-12：40）→富士山展望台（12：55-13：05）→御前山（14：35）→御前山バス停 

（15：15-15：45）→水戸駅（16：50）泊 

                                                            この項完 

 

                  「関東ふれあいの道を歩く（茨城）②杉並木の美しいみち」に続く 

 


